
（単位：千円）
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5,488,618資　産　合　計

負 債 合 計

5,488,618

資 本 準 備 金

利 益 準 備 金

　別　途　積　立　金　 

　繰 越 利 益 剰 余 金

（内当期純利益）

負債・純資産 合 計

純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

そ の 他 利 益 剰 余 金

自 己 株 式

固 定 負 債

長 期 借 入 金

株 主 資 本 （ 資 本 ）

新潟県新潟市秋葉区新津4516番地

越後天然ガス株式会社
代表取締役社長　小 出   薫

貸  借  対  照  表

負　債　の　部資　産　の　部

（令和6年12月31日現在）

貯 蔵 品

未 払 金

買 掛 金

資 本 剰 余 金

資 本 金

純　資　産　の　部  

未 払 法 人 税 等

前 受 金

関 係 会 社 投 資

貸 倒 引 当 金

前 払 金

関 係 会 社 売 掛 金

前 払 費 用

預 り 金

売 掛 金

投 資 等

1年以内に期限到来の固定負債その他無形固定資産

借 地 権

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

そ の 他 投 資

無 形 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

退 職 給 付 引 当 金

流 動 負 債

建 設 仮 勘 定

供 給 設 備

業 務 設 備 役員退職慰労引当金

ガスホルダー修繕引当金附 帯 事 業 設 備

そ の 他 流 動 資 産

関 係 会 社 短 期 債 務

投 資 有 価 証 券

現 金 ・ 預 金

賞 与 引 当 金

長 期 前 払 費 用

出 資 金

積 立 保 険 料

未 収 入 金

製 品

受 取 手 形

未 払 費 用

資 本 金 （ 出 資 金 ）

そ の 他 流 動 負 債

流 動 資 産



（注　記）

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

・ 子会社株式 ………… 移動平均法に基づく原価法によっております。

・ その他有価証券 ………… 移動平均法に基づく原価法によっております。

② たな卸し資産の評価基準及び評価方法

・ 製品、原料、貯蔵品 ………… 移動平均法に基づく原価法によっております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 ………………定率法

　ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）、平成28年4月1日以降に取得した建物附属

設備及び構築物、並びに太陽光発事業に係る有形固定資産については、定額法を採用しております。

　これは、太陽光発電設備の利用期間にわたり、安定的な売電収益が見込まれることから、収益と減価償却費との

合理的な対応を図り、より適正な期間損益計算を行うためであります。

　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

② 無形固定資産 ………………定額法

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

　売掛金等の債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により計上しております。

② 退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、退職給付会計に関する実務指針に定める簡便法に基づき、期末自己都合退職

による要支給額の全額を計上しております。

③ 役員退職慰労引当金

　役員の退職による役員退職慰労金の支出に備えるため、期末要支給額の全額で計上しております。

④ ガスホルダー修繕引当金

　球形ガスホルダーの周期的な修繕に要する費用の支出に備えるため、前回の修繕実績額に基づく次回修繕見積額

を次回修繕までの期間に配分して計上しております。

⑤ 賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、賞与支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。

(4) ガスの売上は、　検針基準によっております。

(5) 消費税等の会計処理は、税抜き方式によっております。

(6) 工場財団抵当に組成し、担保に供している資産は次のとおりであります。

供給設備 1,263,502 千円

業務設備 635,937

附帯事業設備 175,840

　合　計 2,075,280

(7) 有形固定資産の減価償却累計額及び無形固定資産の減価償却累計額

① 有形固定資産の減価償却累計額 15,802,841 千円

② 無形固定資産の減価償却累計額 86,859

(8) １株当たりの当期純利益は、84 銭であります。


